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用于治疗皮肤病症的烟酰胺核苷和紫檀芪

组合物和方法

ニコチンアミドリポシドおよびプテロ
スチルベン組成物ならびに皮膚障害の
処置のための方法

発明名
称

ニコチンアミドリボシドおよびプテロ
スチルベン組成物、ならびに皮膚疾患
の治療のための方法

ニコチンアミドリボシドおよびプテロ
スチルベンの組成および皮膚障害の治
療方法

ニコチンアミドリボシドおよびプテロ
スチルベンの組成および皮膚障害の治
療方法

ニコチンアミドリボシドおよびプテロ
スチルベンの組成および皮膚障害の治
療方法

ニコチンアミドリボシドおよびプテロ
スチルベンの組成および皮膚障害の治
療方法

ニコチンアミドリボシドとプテロスチ
ルベンの組成と皮膚障害の方法を治療
するため

ニコチンアミドリボシドおよびプテロ
スチルベン組成物および皮膚障害の方
法を治療するための

ニコチンアミドリボシドとプテロスチ
ルベンの組成と皮膚障害の治療法

ニコチンアミドリボシドとプテロスチ
ルベンの組成と皮膚障害の治療法

ニコチンアミドリボシドとプテロスチ
ルベンの組成と皮膚障害の治療法

皮膚障害を治療するニコチンアミドリ
ボヌクレオシドと紫檀芪組成物と方法
に用いること

ナイアミンヌクレオシドおよびローズ
ウッド組成物および皮膚条件の治療方
法

ニコチンアミドリボシドとプテロスチ
ルベンの組成と皮膚障害の治療法

ニコチンアミドリボシドとプテロスチ
ルベンの組成と皮膚障害の治療法

皮膚疾患の治療のためのニコチンアミ
ドリボシドとプテロスチルベンの組成
物および方法

皮膚病症を治療するためのニコチンア
ミドヌクレオシドと紫檀スチルベン組
成物と方法

皮膚障害を治療するためのニコチンア
ミドヌクレオシドおよびプテロスチル
ベン組成物および方法

描述了用于治疗皮肤病症的含有烟酰胺核

苷和紫檀芪的组合的组合物，以及使用这

些组合物及其等效物来治疗皮肤病症的方

法。使用这些组合物或方法治疗的皮肤病

症包括日光暴露相关性皮肤病症、炎性皮

肤病症、自身免疫疾病相关性皮肤病症和

癌症相关性皮肤病症。在一个实施方案

中，将含有烟酰胺核苷和紫檀芪的组合的

组合物制备为口服制剂。

皮膚障害を処置するためのニコチンア
ミドリボシドおよびプテロスチルベン
の組み合わせを含む組成物、ならびに
これらの組成物およびそれらの等価物
を使用して、皮膚障害を処置する方法
が記載されている。これらの組成物ま
たは方法を使用して処置される皮膚障
害としては、日光曝露に関連する皮膚
障害、炎症性皮膚障害、自己免疫疾患
関連の皮膚障害およびがん関連の皮膚
障害が挙げられる。一実施形態におい
て、ニコチンアミドリボシドおよびプ
テロスチルベンの組み合わせを含有す
る組成物が、経口製剤として調製され
る

要約

ニコチンアミドリボシドおよびプテロ
スチルベンの組み合わせを含む皮膚疾
患を治療するための組成物、ならびに
これらの組成物およびそれらの等価物
を使用して皮膚疾患を治療する方法。
これらの組成物または方法を使用して
処理される皮膚疾患には、日光暴露関
連皮膚疾患、炎症性皮膚疾患、自己免
疫疾患関連皮膚疾患および癌関連皮膚
疾患が含まれる一実施形態では、ニコ
チンアミドリボシドおよびプテロスチ
ルベンの組み合わせを含む組成物は、
経口製剤として調製される

皮膚障害を治療するためのニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンの組
み合わせを含む組成物、およびこれら
の組成物およびそれらの同等物を使用
して皮膚障害を治療する方法が記載さ
れている。これらの組成物または方法
を使用して治療される皮膚障害には、
日光曝露関連皮膚障害、炎症性皮膚障
害、自己免疫疾患関連皮膚障害、およ
び癌関連皮膚障害が含まれる。一実施
形態では、ニコチンアミドリボシドと
プテロスチルベンの組み合わせを含む
組成物は、経口製剤として調製され
る。

皮膚障害を治療するためのニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンの組
み合わせを含む組成物、およびこれら
の組成物およびそれらの同等物を使用
して皮膚障害を治療する方法が記載さ
れている。これらの組成物または方法
を使用して治療される皮膚障害には、
日光曝露関連皮膚障害、炎症性皮膚障
害、自己免疫疾患関連皮膚障害、およ
び癌関連皮膚障害が含まれる。 一実施
形態では、ニコチンアミドリボシドと
プテロスチルベンの組み合わせを含む
組成物は、経口製剤として調製され
る。

皮膚障害を治療するためのニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンの組
み合わせを含む組成物、およびこれら
の組成物およびそれらの同等物を使用
して皮膚障害を治療する方法が記載さ
れている。 これらの組成物または方法
を使用して治療される皮膚障害には、
日光曝露関連皮膚障害、炎症性皮膚障
害、自己免疫疾患関連皮膚障害、およ
び癌関連皮膚障害が含まれる。 一実施
形態では、ニコチンアミドリボシドと
プテロスチルベンの組み合わせを含む
組成物は、経口製剤として調製され
る。

皮膚障害を治療するためのニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンの組
み合わせを含む組成物、およびこれら
の組成物およびそれらの同等物を使用
して皮膚障害を治療する方法が記載さ
れている。これらの組成物または方法
を使用して治療される皮膚障害には、
日光曝露関連皮膚障害、炎症性皮膚障
害、自己免疫疾患関連皮膚障害、およ
び癌関連皮膚障害が含まれる。一実施
形態では、ニコチンアミドリボシドと
プテロスチルベンの組み合わせを含む
組成物は、経口製剤として調製され
る。

皮膚障害を治療するためのニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンを含
む組み合わせの組成物が記載されてお
り、皮膚障害の方法は、これらの組成
物および同等物を使用して治療され
る。これらの組成物または方法を使用
して治療される皮膚障害には、日光曝
露相関皮膚障害、炎症性皮膚が含まれ
る。一実施形態では、ニコチンアミド
リボシドおよびプテロスチルベンの組
み合わせを含む組成物は、経口製剤と
して調製される。

皮膚障害を治療するためのニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンを含
む組み合わせの組成物が記載されてお
り、皮膚障害の方法は、これらの組成
物および同等の組成物を用いて治療さ
れる。これらの組成物または方法を用
いて治療された皮膚障害としては、日
光暴露相関皮膚障害、炎症性皮膚障
害、自己免疫疾患相関性皮膚障害およ
び癌関連皮膚障害が含まれる。一実施
形態において、ニコチンアミドリボシ
ドとプテロスチルベンの組み合わせを
含む組成物は、経口製剤として調製さ
れる。

皮膚障害の治療のためのニコチンアミ
ドリボシドとプテロスチルベンの組み
合わせを含む組成物、および皮膚障害
を治療するためのこれらの組成物およ
びそれらの同等物を使用する方法が記
載されている。これらの組成物または
方法で治療される皮膚状態には、日光
曝露に関連する皮膚状態、炎症性皮膚
状態、自己免疫疾患に関連する皮膚状
態、および癌に関連する皮膚状態が含
まれる。一実施形態では、ニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンの組
み合わせを含む組成物は、経口製剤と
して調製される。

皮膚障害の治療のためのニコチンアミ
ドリボシドとプテロスチルベンの組み
合わせを含む組成物、および皮膚障害
を治療するためのこれらの組成物およ
びそれらの同等物を使用する方法が記
載されている。これらの組成物または
方法で治療される皮膚状態には、日光
曝露に関連する皮膚状態、炎症性皮膚
状態、自己免疫疾患に関連する皮膚状
態、および癌に関連する皮膚状態が含
まれる。一実施形態では、ニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンの組
み合わせを含む組成物は、経口製剤と
して調製される。

皮膚障害の治療のためのニコチンアミ
ドリボシドとプテロスチルベンの組み
合わせを含む組成物、および皮膚障害
を治療するためのこれらの組成物およ
びそれらの同等物を使用する方法が記
載されている。これらの組成物または
方法で治療される皮膚状態には、日光
曝露に関連する皮膚状態、炎症性皮膚
状態、自己免疫疾患に関連する皮膚状
態、および癌に関連する皮膚状態が含
まれる。一実施形態では、ニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンの組
み合わせを含む組成物は、経口製剤と
して調製される。

皮膚障害を治療することに用いるニコ
チンアミドリボヌクレオシドと紫檀芪
を含む組み合わせた組成物を記述し
て、及びこれらの組成物およびその均
等物を用いて皮膚病治療症の方法。こ
れらの組成物あるいは方法を用いて治
療する皮膚障害は日光暴露関連性皮膚
障害、炎症皮膚障害、自己免疫疾病関
連性皮膚障害とがんの関連性皮膚障害
を含む。１つの実施態様において、ニ
コチンアミドリボヌクレオシドと紫檀
芪を含む組み合わせた組成物製造を経
口製剤とする。

皮膚疾患のためのニコチンヌクレオシ
ドと紫色のサンダルウッドとの組み合
わせを含む組成物、およびこれらの組
成物およびそれらの同等物を用いて皮
膚障害を治療する方法。 これらの組成
物または方法で治療された皮膚の状態
には、日光関連の皮膚障害、炎症性皮
膚疾患、自己免疫疾患関連皮膚障害お
よび癌関連の皮膚疾患が含まれる。 一
実施形態では、ニコチンヌクレオシド
と紫色のサンダルウッドとの組み合わ
せは経口製剤として調製される。

皮膚障害の治療のためのニコチンアミ
ドリボシドとプテロスチルベンの組み
合わせを含む組成物、および皮膚障害
を治療するためのこれらの組成物およ
びそれらの同等物を使用する方法が記
載されている。 これらの組成物または
方法で治療される皮膚状態には、日光
曝露に関連する皮膚状態、炎症性皮膚
状態、自己免疫疾患に関連する皮膚状
態、および癌に関連する皮膚状態が含
まれる。 一実施形態では、ニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンの組
み合わせを含む組成物は、経口製剤と
して調製される。

皮膚障害の治療のためのニコチンアミ
ドリボシドとプテロスチルベンの組み
合わせを含む組成物、および皮膚障害
を治療するためのこれらの組成物およ
びそれらの同等物を使用する方法が記
載されている。 これらの組成物または
方法で治療される皮膚状態には、日光
曝露に関連する皮膚状態、炎症性皮膚
状態、自己免疫疾患に関連する皮膚状
態、および癌に関連する皮膚状態が含
まれる。 一実施形態では、ニコチンア
ミドリボシドとプテロスチルベンの組
み合わせを含む組成物は、経口製剤と
して調製される。

ニコチンアミドリボシドとハトムギの
組み合わせを含む組成物が、皮膚科疾
患の治療のために記載されており、ま
た、これらの組成物とその等価物を皮
膚科疾患の治療に使用する方法も記載
されている。 これらの組成物または方
法を用いて治療される皮膚の状態に
は、日焼けに関連する皮膚の状態、炎
症性の皮膚の状態、自己免疫疾患に関
連する皮膚の状態、および癌に関連す
る皮膚の状態が含まれる。 一実施形態
では、ニコチンアミドリボシドとアス
トラガルスの組み合わせを含む組成物
を経口製剤として調製する。

皮膚病症を治療するためのニコチンア
ミドヌクレオシドと紫檀スチルベンの
組み合わせを含有する組成物、および
これらの組成物およびその同等物を使
用して皮膚病症を治療する方法を述べ
る。これらの組成物または方法を用い
て治療する皮膚病症は日光暴露関連性
皮膚病症、炎症性皮膚病症、自己免疫
疾患関連性皮膚病症と癌関連性皮膚病
症を含む。1つの実施計画では,ニコチ
ンアミドヌクレオシドとプテロスチル
ベンの組み合わせを含む組成物を経口
製剤として調製した。

ニコチンアミドヌクレオシドとプテロ
スチルベンとの組み合わせを含む、皮
膚障害を治療するための組成物、なら
びに皮膚障害を治療するためにこれら
の組成物およびそれらの同等物を使用
する方法が記載される。これらの組成
物または方法を用いて治療される皮膚
障害としては、日光曝露関連皮膚障
害、炎症性皮膚障害、自己免疫疾患関
連皮膚障害、および癌関連皮膚障害が
挙げられる。一実施形態では、ニコチ
ンアミドヌクレオシドと紫の組み合わ
せの組み合わせを含有する組成物は、
経口製剤として調製される。

1.一种组合物，其包含：(i)治疗有效量的

烟酰胺核苷和治疗有效量的紫檀芪的组

合；以及(ii)药学上可接受的赋形剂、其中

所述组合为治疗皮肤病症的治疗有效量。

【請求項１】
（ｉ）治療有効量のニコチンアミドリ
ボシドおよび治療有効量のプテロスチ
ルベンの組み合わせ、ならびに
（ｉｉ）薬学的に許容される賦形剤
を含む組成物であって、組み合わせ
が、皮膚障害の処置のための治療有効
量にある、組成物。

請求項1

  1. [課題を解決するための手段]
(i)治療有効量のニコチンアミドリボシ
ドと治療上有効な量のプテロスチルベ
ンとの組み合わせ[図1]本発明の実施の
形態における画像(ii)薬学的に許容さ
れる賦形剤、前記組み合わせが治療有
効量の治療皮膚状態である、請求項(1)
に記載の方

1.以下を含む組成物：
（i）治療有効量のニコチンアミドリボ
シドと治療有効量のプテロスチルベン
の組み合わせ;および
（ii）薬学的に許容される賦形剤、
ここで、組み合わせは、皮膚障害を治
療するための治療上有効な量である。

1.以下を含む組成物：
（i）治療有効量のニコチンアミドリボ
シドと治療有効量のプテロスチルベン
の組み合わせ;および
（ii）薬学的に許容される賦形剤、
ここで、組み合わせは、皮膚障害を治
療するための治療上有効な量である。

1.1。
以下を含む組成物：
（i）治療有効量のニコチンアミドリボ
シドと治療有効量のプテロスチルベン
の組み合わせ; と
（ii）薬学的に許容される賦形剤、
ここで、組み合わせは、皮膚障害の治
療のための治療上有効な量である。

1.
（i）治療有効量のニコチンアミドリボ
シドと治療有効量のプテロスチルベン
の組み合わせ、および
（ii）薬学的に許容される賦形剤を含
む組成物であって、組み合わせは、皮
膚障害に対する治療有効量である。

1.一種の構成、それは含まれていま
す：
（i）治療有効量と治療有効量のニコチ
ンアミドリボシドのプテロスチルベン
の組み合わせ；そして
（ii）薬学的に許容される賦形剤、
皮膚障害を治療するものとして組み合
わせるための治療上有効な量が記載さ
れている。

1.構成の一種は、それが含まれていま
す:
(i) ニコチンアミドリボシドの治療有
効量と治療有効量のプレステロスチル
ベンの組み合わせ;および
(ii)薬学的に許容される賦形剤、
前記皮膚障害を治療するとして組み合
わされる治療上有効な量を記載する。

1.（i）治療有効量のニコチンアミドリ
ボシドと治療有効量のプテロスチルベ
ンの組み合わせ、および（ii）薬学的
に許容される賦形剤を含む組成物で
あって、組み合わせは、皮膚障害に対
する治療有効量である。

1.（i）治療有効量のニコチンアミドリ
ボシドと治療有効量のプテロスチルベ
ンの組み合わせ、および（ii）薬学的
に許容される賦形剤を含む組成物で
あって、組み合わせは、皮膚障害に対
する治療有効量である。

1.（i）治療有効量のニコチンアミドリ
ボシドと治療有効量のプテロスチルベ
ンの組み合わせ、および（ii）薬学的
に許容される賦形剤を含む組成物で
あって、組み合わせは、皮膚障害に対
する治療有効量である。

１．組成物、それは以下を含む：
(i)治療有効量のニコチンアミドリボヌ
クレオシドと治療有効量の紫檀芪の組
み合わせ；及び
(ii)薬学的に許容可能な賦形剤、
前記は皮膚障害を治療する治療有効量
とすることを組み合わせる。

（i）有効量のニコチンヌクレオシドと
治療上有効量の吻合性量の組み合わ
せ。（ii）皮膚疾患の治療治療である
薬学的に許容される賦形剤。

1.（i）治療有効量のニコチンアミドリ
ボシドと治療有効量のプテロスチルベ
ンとの組み合わせ、および（ii）組み
合わせが治療的である、薬学的に許容
される賦形剤を含む組成物皮膚障害に
対する治療有効量。

1.（i）治療有効量のニコチンアミドリ
ボシドと治療有効量のプテロスチルベ
ンとの組み合わせ、および（ii）組み
合わせが治療的である、薬学的に許容
される賦形剤を含む組成物皮膚障害に
対する治療有効量。

1.以下を含む組成物：（i）治療上有効
な量のニコチンアミドリボシドと治療
上有効な量のハトムギの組み合わせ；
および（ii）薬学的に許容される賦形
剤であって、前記組み合わせが皮膚状
態の治療のための治療上有効な量であ
るもの。

1.組成物であって、それは以下を含む:
(i) 治療有効量のニコチンアミドヌク
レオシドと治療有効量の紫檀スチルベ
ンの組み合わせ;および(ii)薬学的に受
け入れ可能な賦形剤であり、そのうち
前記組み合わせは皮膚病症を治療する
治療有効量である。

1. 組成物であって,それは以下を含
む:(i) 治療有効量のニコチンアミドヌ
クレオシドと治療有効量のプテロスチ
ルベンとの組み合わせ;及び(ii)薬学的
に許容可能な賦形剤(ここで、前記組み
合わせは、皮膚障害を治療するための
治療有効量である)。

2.权利要求1所述的组合物，其中烟酰胺

核苷的治疗有效量为约100mg至约

1000mg每天，并且紫檀芪的治疗有效量

为约25mg至约500mg每天。

【請求項２】
ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が、１日当たり約１００ｍｇから約１
０００ｍｇの間であり、プテロスチル
ベンの治療有効量が、１日当たり約２
５ｍｇから約５００ｍｇの間である、
請求項１に記載の組成物。

請求項2

 2. 請求項(1)に記載の組成物有効量の
ニコチンアミドリボシドが1日当たり約
100mg-約1000mgである、請求項(1)に記
載の方法プテロスチルベンの治療有効
量が1日当たり約25mg-約500mgである、
請求項(1)に記載の方法

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約１００ｍｇから約１０
００ｍｇであり、プテロスチルベンの
治療有効量が１日あたり約２５ｍｇか
ら約５００ｍｇである、請求項１に記
載の組成物。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約１００ｍｇから約１０
００ｍｇであり、プテロスチルベンの
治療有効量が１日あたり約２５ｍｇか
ら約５００ｍｇである、請求項１に記
載の組成物。

2.2。
ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約１００ｍｇから約１０
００ｍｇであり、プテロスチルベンの
治療有効量が１日あたり約２５ｍｇか
ら約５００ｍｇである、請求項１に記
載の組成物。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約１００ｍｇから約１０
００ｍｇであり、プテロスチルベンの
治療有効量が１日あたり約２５ｍｇか
ら約５００ｍｇである、請求項１に記
載の組成物。

ニコチンアミドリボシドが約１００ｍ
ｇごとに約１０００ｍｇであり、プテ
ロスチルベンの治療有効量が１日約２
５ｍｇから約５００ｍｇである、請求
項１に記載の組成物の治療有効量。

2.請求項1に記載の組成物の治療有効量
は、ニコチンアミドリボシドが約100mg
〜約1000mg私の神であり、そして治療
的に有効な量のプテロスチルベンは1日
約25mg〜約500mgである。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約１０００ｍｇから約１
０００ｍｇであり、プテロスチルベン
の治療有効量が１日あたり約２５ｍｇ
から約５００ｍｇである、請求項１に
記載の組成物。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約１０００ｍｇから約１
０００ｍｇであり、プテロスチルベン
の治療有効量が１日あたり約２５ｍｇ
から約５００ｍｇである、請求項１に
記載の組成物。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約１０００ｍｇから約１
０００ｍｇであり、プテロスチルベン
の治療有効量が１日あたり約２５ｍｇ
から約５００ｍｇである、請求項１に
記載の組成物。

２．請求項１記載の組成物において、
そのうちニコチンアミドリボヌクレオ
シドの治療有効量は約１００ｍｇのた
めに約１０００ｍｇの毎日に至り、そ
して紫檀芪の治療有効量は約２５ｍｇ
のために約５００ｍｇの毎日に至る。

ニコチニルヌクレオシドの誤動性が約
100mgから約1000mgから約1000mgであ
る、請求項1に記載の組成物が、治療上
有効量のローズウィーターが毎日約
25mgから約500mgである、請求項1に記
載の組成物。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約１００ｍｇから約１０
００ｍｇであり、プテロスチルベンの
治療有効量が１日あたり約２５ｍｇか
ら約５００ｍｇである、請求項１に記
載の組成物。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約１００ｍｇから約１０
００ｍｇであり、プテロスチルベンの
治療有効量が１日あたり約２５ｍｇか
ら約５００ｍｇである、請求項１に記
載の組成物。

治療有効量のニコチンアミドリボシド
が1日あたり約100mg〜約1000mgであ
り、治療有効量のハトムギが1日あたり
約25mg〜約500mgである、請求項1に記
載の組成物。

2.前記組成物は、そのうちニコチンア
ミドヌクレオシドの治療有効量が約100
mg〜約1000 mg/日であり、かつ、プテ
ロスチルベンの治療有効量が約25 mg〜
約500 mg/日であることを特徴とする請
求項1に記載の組成物。

2. 請求項1に記載の組成物であって、
治療有効量のニコチンアミドリボシド
は、1日当たり約100mg～約1000mgであ
り、治療有効量のプテロスチルベン
は、1日当たり約25mg～約500mgであ
る。

3.权利要求1或2所述的制剂，其中烟酰胺

核苷的治疗有效量为约200mg至700mg

每天。

【請求項３】
ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が、１日当たり約２００ｍｇから７０
０ｍｇである、請求項１または２に記
載の製剤。

請求項3

 3. 請求項(1)又は(2)に記載の製剤有
効量のニコチンアミドリボシドが1日当
たり約200mg-700mgである、請求項(1)
に記載の方法

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約２００ｍｇから７００
ｍｇである、請求項１または２に記載
の製剤。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約２００ｍｇから７００
ｍｇである、請求項１または２に記載
の製剤。

3.3。
ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約２００ｍｇから７００
ｍｇである、請求項１または２に記載
の製剤。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約２００ｍｇから７００
ｍｇである、請求項１または２に記載
の製剤。

3.ニコチンアミドリボシドが1日あたり
約200mgから700mgである、請求項1また
は2に記載の調製物の治療有効量。

3.請求項1または2に記載の治療有効量
の製剤は、ニコチンアミドリボシドが
毎日約200mg〜700mgであることを示
す。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約２００ｍｇから７００
ｍｇである、請求項１または２に記載
の製剤。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約２００ｍｇから７００
ｍｇである、請求項１または２に記載
の製剤。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約２００ｍｇから７００
ｍｇである、請求項１または２に記載
の製剤。

３．請求項１または２に記載の製剤、
そのうちニコチンアミドリボヌクレオ
シドの治療有効量は約２００ｍｇ～７
００ｍｇの毎日とする。

治療有効量のニコチンアミドヌクレオ
シドが毎日約200mgから700mgである、
請求項1または2に記載の製剤。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約２００ｍｇから７００
ｍｇである、請求項１または２に記載
の製剤。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約２００ｍｇから７００
ｍｇである、請求項１または２に記載
の製剤。

治療有効量のニコチンアミドリボシド
が1日あたり約200mg〜700mgである、請
求項1または2に記載の製剤。

3.ニコチンアミドヌクレオシドの治療
有効量は約200 mgから700 mg/日である
ことを特徴とする請求項1または2に記
載の製剤。

3. 請求項1または2に記載の製剤であっ
て、治療有効量のニコチンアミドリボ
シドは、約200mg～700mg/日である。

4.权利要求1至3中任一项所述的制剂，其

中烟酰胺核苷的治疗有效量为约50至

250mg每天。

【請求項４】
ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が、１日当たり約５０から２５０ｍｇ
の間である、請求項１から３のいずれ
か１項に記載の製剤。

請求項4

4. 請求項(1-3)のいずれか1項に記載の
製剤有効量のニコチンアミドリボシド
が1日当たり約50-250mgである、請求項
(1)に記載の方法

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約５０から２５０ｍｇで
ある、請求項１から３のいずれか一項
に記載の製剤。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約５０から２５０ｍｇで
ある、請求項１から３のいずれか一項
に記載の製剤。

4.4。
ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約５０から２５０ｍｇで
ある、請求項１から３のいずれか一項
に記載の製剤。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約５０から２５０ｍｇで
ある、請求項１から３のいずれか一項
に記載の製剤。

ニコチンアミドリボシドが１日あたり
約５０から２５０ｍｇである、請求項
１から３のいずれか一項に記載の調製
物の治療有効量。

4.治療有効量の製剤は、1〜3の請求物
のいずれか1つ、ニコチンアミドリボシ
ドが毎日約50〜250mgである。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約５０から２５０ｍｇで
ある、請求項１から３のいずれか一項
に記載の製剤。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約５０から２５０ｍｇで
ある、請求項１から３のいずれか一項
に記載の製剤。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約５０から２５０ｍｇで
ある、請求項１から３のいずれか一項
に記載の製剤。

４．請求項１～３のいずれかの記載の
製剤、そのうちニコチンアミドリボヌ
クレオシドの治療有効量は約５０～２
５０ｍｇの毎日とする。

ニコチンアミドヌクレオシドの誤動性
が1日当たり約50~250mgである、請求項
1~3のいずれか一項に記載の製剤。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約５０から２５０ｍｇで
ある、請求項１から３のいずれか一項
に記載の製剤。

ニコチンアミドリボシドの治療有効量
が１日あたり約５０から２５０ｍｇで
ある、請求項１から３のいずれか一項
に記載の製剤。

治療上有効な量のニコチンアミドリボ
シドが1日あたり約50～250mgである、
請求項1～3のいずれか1項に記載の製
剤。

4.請求項1から3のいずれかに記載の製
剤であって、そのうちニコチンアミド
ヌクレオシドの治療有効量は、1日当た
り約50〜250 mgである。

4. 請求項1～3のいずれか1項に記載の
製剤であって、治療有効量のニコチン
アミドリボシドは、1日当たり約50～
250mgである。

 5.权利要求1至4中任一项所述的制剂，

其中紫檀芪的治疗有效量为约50mg每

天。

【請求項５】
プテロスチルベンの治療有効量が、１
日当たり約５０ｍｇである、請求項１
から４のいずれか１項に記載の製剤。

請求項5

  5. 請求項(1-4)のいずれか1項に記載
の製剤前記プテロスチルベンの治療上
有効量が1日当たり約50mgである、請求
項(1)に記載の方法

プテロスチルベンの治療有効量が１日
あたり約５０ｍｇである、請求項１か
ら４のいずれか一項に記載の製剤。

プテロスチルベンの治療有効量が１日
あたり約５０ｍｇである、請求項１か
ら４のいずれか一項に記載の製剤。

5.5。
プテロスチルベンの治療有効量が１日
あたり約５０ｍｇである、請求項１か
ら４のいずれか一項に記載の製剤。

プテロスチルベンの治療有効量が１日
あたり約５０ｍｇである、請求項１か
ら４のいずれか一項に記載の製剤。

5.プテロスチルベンが1日あたり約50mg
である、請求項1〜4のいずれか一項に
記載の製剤の治療有効量。

5.治療有効量の製剤は、請求1〜4のい
ずれか1つ、つまりプテロスチルベン
は、約50mgが毎日あることである。

プテロスチルベンの治療有効量が１日
あたり約５０ｍｇである、請求項１か
ら４のいずれか一項に記載の製剤。

プテロスチルベンの治療有効量が１日
あたり約５０ｍｇである、請求項１か
ら４のいずれか一項に記載の製剤。

プテロスチルベンの治療有効量が１日
あたり約５０ｍｇである、請求項１か
ら４のいずれか一項に記載の製剤。

５．請求項１～４のいずれかの記載の
製剤、そのうち紫檀芪の治療有効量は
約５０ｍｇの毎日とする。

前記突発性骨骨の動物が1日当たり約
50mgである、請求項1~4のいずれか一項
に記載の製剤。

プテロスチルベンの治療有効量が１日
あたり約５０ｍｇである、請求項１か
ら４のいずれか一項に記載の製剤。

プテロスチルベンの治療有効量が１日
あたり約５０ｍｇである、請求項１か
ら４のいずれか一項に記載の製剤。

治療有効量のハトムギが1日あたり約
50mgである、請求項1〜4のいずれか1項
に記載の製剤。

5.前記紫檀スチルベンの治療有効量
は、1日当たり約50 mgであることを特
徴とする請求項1〜4のいずれか一項に
記載の製剤。

5. 請求項1～4のいずれか1項に記載の
製剤であって、ムラサキウマゴヤシの
治療有効量は、約50mg/日である。

6.权利要求1至5中任一项所述的制剂，其

中所述皮肤病症由炎症、暴露于日光、自

身免疫疾病或其组合引起。

【請求項６】
皮膚障害が、炎症、日光への曝露、自
己免疫疾患またはそれらの組み合わせ
により引き起こされるものである、請
求項１から５のいずれか１項に記載の
製剤。

請求項6

6. 請求項(1-5)のいずれか1項に記載の
製剤前記皮膚状態が炎症であることを
特徴とする請求項(1)に記載の方法が、
毎日の光に曝されることを特徴とする
請求項(1)に記載の方法自己免疫疾患、
またはそれらの組み合わせ

皮膚障害が、炎症、日光への曝露、自
己免疫疾患、またはそれらの組み合わ
せによって引き起こされる、請求項１
から５のいずれか一項に記載の製剤。

皮膚障害が、炎症、日光への曝露、自
己免疫疾患、またはそれらの組み合わ
せによって引き起こされる、請求項１
から５のいずれか一項に記載の製剤。

6.6。
皮膚障害が、炎症、日光への曝露、自
己免疫疾患、またはそれらの組み合わ
せによって引き起こされる、請求項１
から５のいずれか一項に記載の製剤。

皮膚障害が、炎症、日光への曝露、自
己免疫疾患、またはそれらの組み合わ
せによって引き起こされる、請求項１
から５のいずれか一項に記載の製剤。

日光に曝された炎症による皮膚障害自
体がエピデミック疾患またはその組み
合わせの原因から免除される、請求項
１から５のいずれか一項に記載の製
剤。

6.請求項1〜5のいずれかの製剤は、炎
症によって皮膚障害を、日光にさらさ
れ、それ自体が流行病またはその組み
合わせ原因から免除される。

皮膚障害が、炎症、日光への曝露、自
己免疫疾患、またはそれらの組み合わ
せによって引き起こされる、請求項１
から５のいずれか一項に記載の製剤。

皮膚障害が、炎症、日光への曝露、自
己免疫疾患、またはそれらの組み合わ
せによって引き起こされる、請求項１
から５のいずれか一項に記載の製剤。

皮膚障害が、炎症、日光への曝露、自
己免疫疾患、またはそれらの組み合わ
せによって引き起こされる、請求項１
から５のいずれか一項に記載の製剤。

６．請求項１～５のいずれかの記載の
製剤、前記皮膚障害は炎症、日光、自
己免疫疾病あるいはその組み合わせに
露出されることから引き起こす。

皮膚の状態が炎症によって引き起こさ
れ、昼光、自己免疫疾患またはそれら
の組み合わせによって引き起こされ
る、請求項1~5のいずれか一項に記載の
製剤。

皮膚障害が、炎症、日光への曝露、自
己免疫疾患、またはそれらの組み合わ
せによって引き起こされる、請求項１
から５のいずれか一項に記載の製剤。

皮膚障害が、炎症、日光への曝露、自
己免疫疾患、またはそれらの組み合わ
せによって引き起こされる、請求項１
から５のいずれか一項に記載の製剤。

請求項1から5のいずれか1項に記載の製
剤であって、前記皮膚の状態が、炎
症、日光への暴露、自己免疫疾患、ま
たはそれらの組み合わせによって引き
起こされる。

6.前記皮膚疾患は、炎症、日光曝露、
自己免疫疾患、又はそれらの組合せに
起因する、請求項1から5のいずれか一
項に記載の製剤。

6. 請求項1～5のいずれか1項に記載の
製剤であって、皮膚障害は、炎症、日
光への曝露、自己免疫疾患、またはそ
れらの組み合わせによって引き起こさ
れる。

7.权利要求6所述的制剂，其中由暴露于

日光引起的皮肤病症选自光化性角化病、

着色斑或老年斑、脂溢性角化病、晒伤、

光过敏、痣、多形性日光疹、日光性弹性

组织变性或皱纹、皮肤癌(例如黑素瘤、

鳞状细胞癌、基底细胞癌)和雀斑。

【請求項７】
日光への曝露により引き起こされる皮
膚障害が、日光角化症、黒子またはし
み、脂漏性角化症、日焼け、光線過敏
症、黒あざ、多形日光疹、日光弾力線
維症またはしわ、皮膚がん（メラノー
マ、扁平上皮癌、基底細胞癌など）お
よびそばかすからなる群から選択され
る、請求項６に記載の製剤。

請求項7

7. 請求項(6)に記載の製剤日光への暴
露によって引き起こされる皮膚状態
が、化学線角化症からなる群から選択
される、請求項(1)に記載の方法着色さ
れたスペックルまたは年齢のスポット
脂漏性ケラチン症日焼け防止剤感光性
等に記載されている多型昼光灰太陽弾
性組織変性またはしわ皮膚癌()例え
ば、黒色腫)扁平上皮癌、塩基性細胞癌
及びソバカスを含有することを特徴と
する、請求項(1)に記載の方法

日光への曝露によって引き起こされる
皮膚障害が、光線性角化症、色素沈着
または年齢スポット、脂漏性角化症、
日焼け、感光性、ほくろ、および正式
な光発疹、太陽弾性組織変性からなる
群から選択される、請求項６に記載の
製剤。またはしわ、皮膚癌（例えば、
黒色腫、扁平上皮癌、基底細胞癌）お
よびそばかす。

日光への曝露によって引き起こされる
皮膚障害が、光線性角化症、色素沈着
または年齢スポット、脂漏性角化症、
日焼け、光線過敏症、ほくろ、および
正式な太陽発疹、太陽弾性組織変性か
らなる群から選択される、請求項６に
記載の製剤。またはしわ、皮膚癌（例
えば、黒色腫、扁平上皮癌、基底細胞
癌）およびそばかす。

7。
日光への曝露によって引き起こされる
皮膚障害が、光線性角化症、色素沈着
または年齢スポット、脂漏性角化症、
日焼け、光線過敏症、ほくろ、多形性
太陽発疹、太陽弾性組織変性またはし
わからなる群から選択される、請求項
６に記載の製剤。皮膚がん（例、黒色
腫、扁平上皮がん、基底細胞がん）お
よびそばかす。

日光への曝露によって引き起こされる
皮膚障害が、光線性角化症、色素沈着
または年齢スポット、脂漏性角化症、
日焼け、光線過敏症、ほくろ、および
日光発疹、太陽弾性組織変性またはし
わ、皮膚がん（黒色腫、扁平上皮が
ん、基底細胞がんなど）、そばかす。
「からなる群から選択される、請求項
６に記載の製剤。」ない。

光線性角化症から選択されることによ
り、日光誘発性皮膚障害に曝された着
色スポットまたは老人性プラーク排
出、脂漏性角化症、日焼け、光増感、
ほくろ、多形性光発疹、太陽弾性線維
症またはしわ、皮膚癌（黒色腫、扁平
上皮癌、基底細胞癌など）およびそば
かす。「からなる群から選択される、
請求項６に記載の製剤。」ない。

7. 請求項6に記載の準備 ここで、放線
性角腫から選択されることによって、
太陽誘発性皮膚障害スポットまたは老
人斑除光に曝露される着色、脂漏性角
化症、日焼け、光増感、ほくろ、多形
性光の噴火、太陽エラストシスまたは
シワ、皮膚癌(黒色腫、扁平上皮癌、赤
壁細胞癌、胸骨細胞腫など)

日光への曝露によって引き起こされる
皮膚障害が、光線性角化症、色素沈着
または年齢スポット、脂漏性角化症、
日焼け、光線過敏症、ほくろ、および
形態学的日焼け、太陽弾性組織変性ま
たはしわ、皮膚がん（黒色腫、扁平上
皮がん、基底細胞がんなど）、そばか
す。「からなる群から選択される、請
求項６に記載の製剤。」ない。

日光への曝露によって引き起こされる
皮膚障害が、光線性角化症、色素沈着
または年齢スポット、脂漏性角化症、
日焼け、光線過敏症、ほくろ、および
形態学的日焼け、太陽弾性組織変性ま
たはしわ、皮膚がん（黒色腫、扁平上
皮がん、基底細胞がんなど）、そばか
す。「からなる群から選択される、請
求項６に記載の製剤。」ない。

日光への曝露によって引き起こされる
皮膚障害が、光線性角化症、色素沈着
または年齢スポット、脂漏性角化症、
日焼け、光線過敏症、ほくろ、および
形態学的日焼け、太陽弾性組織変性ま
たはしわ、皮膚がん（黒色腫、扁平上
皮がん、基底細胞がんなど）、そばか
す。「からなる群から選択される、請
求項６に記載の製剤。」ない。

７．請求項６に記載の製剤、そのうち
日光が引き起こした皮膚障害に露出さ
れることから光線性角化症、着色汚れ
あるいは老人性色素斑、脂漏性角化
症、サンバーン、光アレルギー、あ
ざ、多形日光発疹、日光性弾性線維症
あるいは皺、皮膚癌（例えばメラノー
マ、鱗状の細胞癌、基底細胞がん）と
そばかすから選ぶ。

太陽光にさらされる皮膚障害が、光化
学的アンゴキア、カラースポットまた
は高齢者スポット、脂漏性角度、日焼
け、アレルギー、χ、より標準的な日
本の発疹、湿気のある弾性組織または
しわからなる群から選択される、請求
項6に記載の製剤。 、皮膚癌（黒色
腫、扁平上皮癌、基底細胞癌）および
そばかす。

日光への曝露によって引き起こされる
皮膚障害が、光線性角化症、色素沈着
または年齢スポット、脂漏性角化症、
日焼け、感光性、ほくろ、および正式
な光発疹、太陽弾性組織変性からなる
群から選択される、請求項６に記載の
製剤。またはしわ、皮膚癌（例えば、
黒色腫、扁平上皮癌、基底細胞癌）お
よびそばかす。

日光への曝露によって引き起こされる
皮膚障害が、光線性角化症、色素沈着
または年齢スポット、脂漏性角化症、
日焼け、感光性、ほくろ、および正式
な光発疹、太陽弾性組織変性からなる
群から選択される、請求項６に記載の
製剤。またはしわ、皮膚癌（例えば、
黒色腫、扁平上皮癌、基底細胞癌）お
よびそばかす。

日光への曝露によって引き起こされる
皮膚の状態が、光線性角化症、色素沈
着または年齢斑、脂漏性角化症、日焼
け、光線過敏症、母斑、多形日光疹、
太陽弾性組織変性またはしわ、皮膚癌
（例えば、メラノーマ、扁平上皮癌、
基底細胞癌）およびそばかすから選択
される、請求項6に記載の処方物。

7.日光への曝露によって生じる皮膚疾
患として、日光角化症、色素斑または
老人斑、脂漏性角化症、サンバーン、
光線過敏症、母斑、多形性日光疹、日
光弾性組織変性症またはしわ、皮膚癌
(例えば,黒色腫,扁平上皮癌,基底細胞
癌)、そばかすなどが挙げられる、請求
項6に記載の製剤。

7. 請求項6に記載の製剤であって、日
光への曝露によって引き起こされる皮
膚障害は、光線性角化症、着色斑また
は老人斑、脂漏性角化症、日焼け、光
アレルギー、シミ、多形性日光疹、日
光弾性組織変性またはしわ、皮膚癌(例
えば、メラノーマ、扁平上皮癌、基底
細胞癌)およびシミから選択される。

8.权利要求6所述的制剂，其中由炎症引

起的皮肤病症选自牛皮癣、接触性皮炎、

特应性皮炎、脂溢性皮炎、缺皮脂性湿

疹、盘状湿疹、手部湿疹、引力性/静脉

曲张性湿疹、湿疹性药疹、单纯性苔藓、

痤疮、扁平苔藓、苔癣样糠疹、慢性苔癣

样角化病、光泽苔藓、条纹状苔藓、蕈状

肉芽肿病、红皮病、多形性红斑、史-约

综合征、血管炎和中毒性表皮坏死溶解

症。

【請求項８】
炎症により引き起こされる皮膚障害
が、乾癬、接触性皮膚炎、アトピー性
皮膚炎、脂漏性皮膚炎、皮脂欠乏性湿
疹、円板状湿疹、手湿疹、重力／結節
状湿疹、湿疹性薬疹、単純
性苔癬、ざ瘡、扁平苔癬、苔癬状粃糠
疹、慢性苔癬状角化症、光沢苔癬、線
状苔癬、菌状息肉症、紅皮症、多形性
紅斑、スティーブンス－ジョンソン症
候群、血管炎および中毒性表皮壊死症
からなる群から選択される、請求項６
に記載の製剤。

請求項8

8. 請求項(6)に記載の製剤炎症に起因
する皮膚状態が、乾癬からなる群から
選択される、請求項(1)に記載の方法接
触性皮膚炎アトピー性皮膚炎脂漏性皮
膚炎皮脂欠乏性湿疹円盤状湿疹手湿疹
重力/バリオース。エクゼネマ湿疹処理
かぶれ純粋なコケニキビフラットコケ
コケ様籾殻慢性苔状ケラチン症テカ
リ。コケ細孔コケマッシュルーム状の
肉芽腫赤色皮膚疾患紅斑性紅斑履歴関
連症候群血管炎、および培地毒性表皮
壊死

炎症によって引き起こされる皮膚障害
が、乾癬、接触性皮膚炎、アトピー性
皮膚炎、脂漏性皮膚炎、脂漏性湿疹、
円盤状湿疹、手の湿疹、重力／静脈瘤
性湿疹、湿疹薬の発疹からなる群から
選択される、請求項６に記載の製剤。
、単純性苔癬、にきび、扁平苔癬、扁
平苔癬、慢性苔癬様角化症、苔癬釉
薬、苔癬ストリーク、真菌性肉芽腫、
紅皮症、多形性皮膚炎、歴史若年症候
群、血管炎、および有毒な表皮壊死。

炎症によって引き起こされる皮膚障害
が、乾癬、接触性皮膚炎、アトピー性
皮膚炎、脂漏性皮膚炎、脂漏性湿疹、
円盤状湿疹、手の湿疹、重力／静脈瘤
性湿疹、湿疹薬の発疹からなる群から
選択される、請求項６に記載の製剤。
、単純性苔癬、にきび、扁平苔癬、扁
平苔癬、慢性苔癬様角化症、苔癬釉
薬、苔癬ストリーク、真菌性肉芽腫、
紅皮症、多形性皮膚炎、歴史若年症候
群、血管炎、および有毒な表皮壊死。

8.8。
炎症によって引き起こされる皮膚障害
が、乾癬、接触性皮膚炎、アトピー性
皮膚炎、脂漏性皮膚炎、脂漏性湿疹、
円盤状湿疹、手の湿疹、重力/静脈性静
脈瘤湿疹、湿疹薬の発疹からなる群か
ら選択される、請求項６に記載の製
剤。単純性苔癬、にきび、扁平苔癬、
扁平苔癬、慢性苔癬様角化症、苔癬釉
薬、線条体苔癬、肉芽腫性疾患、紅皮
症、多形性紅斑、歴史若年症候群、血
管炎および毒性表皮壊死。

炎症によって引き起こされる皮膚障害
が、乾癬、接触性皮膚炎、アトピー性
皮膚炎、脂漏性皮膚炎、脂漏性湿疹、
円盤状湿疹、手の湿疹、重力／静脈瘤
性湿疹、湿疹薬の発疹からなる群から
選択される、請求項６に記載の製剤。
、単純性苔癬、にきび、扁平苔癬、扁
平苔癬、慢性苔癬様角化症、苔癬釉
薬、苔癬ストリーク、真菌性肉芽腫、
紅皮症、多形性皮膚炎、歴史若年症候
群、血管炎、および有毒な表皮壊死。

乾癬、接触性皮膚炎、スパイ性皮膚
炎、脂漏症、脂漏性湿疹の欠如、円板
状湿疹、手の湿疹、重力/静脈瘤性湿
疹、湿疹性薬物から選択される、炎症
によって引き起こされる皮膚障害が回
答される、請求項６に記載の製剤。発
疹、慢性、にきび、扁平苔癬、乾癬性
苔癬、慢性苔癬、線条体舌苔、鰓菌形
状肉芽腫症、紅皮症、多形性紅斑、ス
ティーブンスジョンソン症候群、血管
炎および中毒性表皮壊死症。

8.請求項6に記載の調製物は、炎症に
よって引き起こされる皮膚障害が乾
癬、接触皮膚炎、スパイ性皮膚炎、脂
漏、脂漏性欠乏、漏れ菌、手湿疹、重
力・湿疹から選択される回答を行い、
異種薬物発疹、慢性、にきび、扁平苔
癬、リピテリアスリセノイド、ケラ
トーシスリセノイドクロクロノワ、扁
平苔ニチデス、条条舌モス、ギル真菌
形状肉芽腫症、エリスロデサルマ、紅
斑多形症、スティーブンス・ジョンソ
ン症候群、血管炎および毒性ネグスク
ロ症

炎症によって引き起こされる皮膚障害
が、乾癬、接触性皮膚炎、アトピー性
皮膚炎、脂漏性皮膚炎、脂漏性皮膚炎
の欠如、円盤状の湿性、および手の湿
り、重力／バリコース静脈株からなる
群から選択される、請求項６に記載の
製剤。 、湿疹、単純苔癬、にきび、扁
平苔癬、苔癬様乾癬、慢性苔癬様角化
症、苔癬光沢、苔癬縞、肉芽腫真菌
症、紅斑、多形紅斑、歴史若年症候
群、血管炎、および毒性表皮壊死。

炎症によって引き起こされる皮膚障害
が、乾癬、接触性皮膚炎、アトピー性
皮膚炎、脂漏性皮膚炎、脂漏性皮膚炎
の欠如、円盤状の湿性、および手の湿
り、重力／バリコース静脈株からなる
群から選択される、請求項６に記載の
製剤。 、湿疹、単純苔癬、にきび、扁
平苔癬、苔癬様乾癬、慢性苔癬様角化
症、苔癬光沢、苔癬縞、肉芽腫真菌
症、紅斑、多形紅斑、歴史若年症候
群、血管炎、および毒性表皮壊死。

炎症によって引き起こされる皮膚障害
が、乾癬、接触性皮膚炎、アトピー性
皮膚炎、脂漏性皮膚炎、脂漏性皮膚炎
の欠如、円盤状の湿性、および手の湿
り、重力／バリコース静脈株からなる
群から選択される、請求項６に記載の
製剤。 、湿疹、単純苔癬、にきび、扁
平苔癬、苔癬様乾癬、慢性苔癬様角化
症、苔癬光沢、苔癬縞、肉芽腫真菌
症、紅斑、多形紅斑、歴史若年症候
群、血管炎、および毒性表皮壊死。

８．請求項６に記載の製剤、そのうち
が炎症から引き起こす皮膚障害は乾癬
症、接触性皮膚炎、アトピー性皮膚
炎、脂漏性皮膚炎、欠乏皮油性湿疹、
皿状湿疹、手部湿疹、引力性／静脈瘤
性湿疹、湿疹性薬疹、単純性コケ、に
きび、偏平なコケ、苔癬の形粃糠疹、
慢性の苔癬の形角化症、先端疼痛症、
ストライプ状コケ、キノコ状肉芽腫
症、紅皮症、多形性紅斑、歴史－約症
候群、血管炎と中毒性表皮壊死の溶解
症から選ぶ。

炎症によって引き起こされる皮膚障害
が、乾癬、皮膚炎、特殊性皮膚炎、脂
質皮膚炎、脂質湿疹、椎間板湿疹、手
湿疹、重力/静脈湿疹湿疹の欠如からな
る群から選択される、請求項6に記載の
製剤。湿疹、にきび、黄色い苔、苔、
慢性苔、慢性苔、光沢のある苔、縞模
様の苔、ムロ型の芽、赤い皮膚病、多
角形紅斑、歴史 - 症候群、血管炎症性
および中毒の疫学的壊症の溶解度。

炎症によって引き起こされる皮膚障害
が、乾癬、接触性皮膚炎、アトピー性
皮膚炎、脂漏性皮膚炎、脂漏性湿疹、
円盤状湿疹、手の湿疹、重力／静脈瘤
性湿疹、湿疹薬の発疹からなる群から
選択される、請求項６に記載の製剤。
、単純性苔癬、にきび、扁平苔癬、扁
平苔癬、慢性苔癬様角化症、苔癬釉
薬、線条体苔癬、真菌性肉芽腫、紅皮
症、多形性皮膚炎、歴史若年症候群、
血管炎、および毒性表皮壊死。

炎症によって引き起こされる皮膚障害
が、乾癬、接触性皮膚炎、アトピー性
皮膚炎、脂漏性皮膚炎、脂漏性湿疹、
円盤状湿疹、手の湿疹、重力／静脈瘤
性湿疹、湿疹薬の発疹からなる群から
選択される、請求項６に記載の製剤。
、単純性苔癬、にきび、扁平苔癬、扁
平苔癬、慢性苔癬様角化症、苔癬釉
薬、線条体苔癬、真菌性肉芽腫、紅皮
症、多形性皮膚炎、歴史若年症候群、
血管炎、および毒性表皮壊死。

炎症を原因とする皮膚疾患が、乾癬、
接触性皮膚炎、アトピー性皮膚炎、脂
漏性皮膚炎、皮脂欠乏性湿疹、円盤状
湿疹、手湿疹、重症/varicose湿疹、湿
疹性薬疹、単純苔癬、ニキビ、扁平苔
癬、毛孔性苔癬、慢性苔癬性角化症、
光沢苔、線状苔、菌状息肉症から選択
される、請求項6の製剤。 紅斑、多形
性紅斑、S-Jo症候群、血管炎、中毒性
表皮壊死症など。

8.炎症によって引き起こされる皮膚疾
患は、乾癬、接触性皮膚炎、アトピー
性皮膚炎、脂漏性皮膚炎、脂肪欠乏性
湿疹、円板性湿疹、手の湿疹、引力性/
静脈瘤性湿疹、湿疹性薬疹、単純性苔
癬、にきび、扁平苔癬、苔癬様粃糠
疹、慢性苔癬様角化症、光沢苔癬、線
条状苔癬、菌状肉芽腫症、紅皮症、多
形紅斑、スティーブンス-ジョンソン症
候群、血管炎、中毒性表皮壊死融解症
から選択される請求項6に記載の製剤。

8. 請求項6に記載の製剤であって、炎
症によって引き起こされる皮膚障害
は、乾癬、接触性皮膚炎、アトピー性
皮膚炎、脂漏性皮膚炎、皮脂欠乏性湿
疹、円板状湿疹、手湿疹、引力性/静脈
瘤性湿疹、湿疹性薬疹、単純コケ、ざ
瘡、扁平コケ、てんかん様糠、慢性コ
ケ様角化症、光沢コケ、筋状コケ、流
行性肉芽腫症、紅皮症、多形性紅斑、
スティーブ・ジョンソン症候群、血管
炎および中毒性表皮壊死症からなる群
から選択される。

9.权利要求6所述的制剂，其中由自身免

疫疾病引起的皮肤病症选自坏疽性脓皮

病、系统性红斑狼疮、嗜酸性筋膜炎、硬

皮病、寻常天疱疮、大疱性类天疱疮、局

限性脱发、白癜风、牛皮癣、皮肌炎和营

养不良性大疱性表皮松解症。

【請求項９】
自己免疫疾患により引き起こされる皮
膚障害が、壊疽性膿皮症、全身性紅斑
性狼瘡、好酸球性筋膜炎、強皮症、尋
常性天疱瘡、水疱性類天疱瘡、円形脱
毛症、白斑、乾癬、皮膚筋炎およびジ
ストロフィー型表皮水疱症からなる群
から選択される、請求項６に記載の製
剤。

請求項9

 9. 請求項(6)に記載の製剤自己免疫疾
患に起因する皮膚状態が、タラップ敗
血症からなる群から選択される、請求
項(1)に記載の方法全身性エリテマトー
デス好酸球炎強皮症非フルフラッドで
あることを特徴とする請求項(1)に記載
の方法ブリスター状ソルビン限定的な
毛髪損失ビティガニ乾癬皮膚炎および
ジストロフィー

自己免疫疾患によって引き起こされる
皮膚障害が、壊疽性膿皮症、全身性エ
リテマトーデス、好酸球性筋膜炎、強
皮症、尋常性天疱瘡、水疱性類天疱
瘡、限局性脱毛症、白斑、乾癬、皮膚
筋炎からなる群から選択される、請求
項６に記載の製剤。とジストロフィー
表皮水疱性。

自己免疫疾患によって引き起こされる
皮膚障害が、壊疽性膿皮症、全身性エ
リテマトーデス、好酸球性筋膜炎、強
皮症、尋常性天疱瘡、水疱性類天疱
瘡、限局性脱毛症、白斑、乾癬、皮膚
筋炎からなる群から選択される、請求
項６に記載の製剤。とジストロフィー
表皮水疱性。

9.9。
自己免疫疾患によって引き起こされる
皮膚障害が、壊疽性膿皮症、全身性エ
リテマトーデス、好酸球性筋膜炎、強
皮症、尋常性天疱瘡、水疱性類天疱瘡
ヘルペス、限局性脱毛症、白斑、乾癬
および皮膚筋炎からなる群から選択さ
れる、請求項６に記載の調製物。ジス
トロフィー性表皮水疱症。

自己免疫疾患によって引き起こされる
皮膚障害が、壊疽性膿皮症、全身性エ
リテマトーデス、好酸球性筋膜炎、強
皮症、尋常性天疱瘡、水疱性類天疱
瘡、限局性脱毛症、白斑、乾癬、皮膚
筋炎からなる群から選択される、請求
項６に記載の調製物。とジストロ
フィー表皮水疱性。

自己免疫疾患によって引き起こされる
皮膚障害が壊疽性膿皮症から選択され
る、請求項６に記載の調製物は、シス
テム特性エリテマトーデス、好酸球性
筋膜炎、絨毛炎、尋常性天疱瘡、水疱
性類天疱瘡、周囲性脱毛症、白癬、乾
癬、皮膚筋炎である。栄養不良の水疱
性類天疱瘡。

9.請求項6に記載の調製物は、自己免疫
疾患によって引き起こされる皮膚障害
が、膿皮腫神経疹細胞腫から選択され
る、 システム特性は、エリテマトー
ス、好酸球性筋膜炎、絨毛膜炎、下垂
体、水疱性ペンピゴイド、円形円形脱
毛症、ロイコデマ、乾癬、皮膚筋炎お
よび栄養失調性皮膚上皮症である。

自己免疫疾患によって引き起こされる
皮膚障害が、壊疽性膿皮症、全身性エ
リテマトーデス、好酸球性筋膜炎、強
皮症、尋常性天疱瘡、水疱性類天疱
瘡、限局性脱毛症、白斑、乾癬、皮膚
筋炎からなる群から選択される、請求
項６に記載の製剤。とジストロフィー
表皮水疱性。

自己免疫疾患によって引き起こされる
皮膚障害が、壊疽性膿皮症、全身性エ
リテマトーデス、好酸球性筋膜炎、強
皮症、尋常性天疱瘡、水疱性類天疱
瘡、限局性脱毛症、白斑、乾癬、皮膚
筋炎からなる群から選択される、請求
項６に記載の製剤。とジストロフィー
表皮水疱性。

自己免疫疾患によって引き起こされる
皮膚障害が、壊疽性膿皮症、全身性エ
リテマトーデス、好酸球性筋膜炎、強
皮症、尋常性天疱瘡、水疱性類天疱
瘡、限局性脱毛症、白斑、乾癬、皮膚
筋炎からなる群から選択される、請求
項６に記載の製剤。とジストロフィー
表皮水疱性。

９．請求項６に記載の製剤、そのうち
が自己免疫疾病から引き起こす皮膚障
害は壊疽性膿皮症、全身性エリテマ
トーデス、好酸性筋膜炎、強皮症、尋
常性天疱瘡、水疱性類天疱瘡、円形脱
毛症、白斑症、乾癬症、皮膚筋炎と異
栄養性水疱性表皮水疱症から選ぶ。

自己免疫疾患によって引き起こされる
皮膚障害が、抗菌性パルプ、全身性エ
リテマトーサス、好酸球、硬質皮膚、
普通のペンホシス、湿らせた抗膜、脱
毛、ビティリゴ、乾癬、皮膚筋炎から
なる群から選択される、請求項6に記載
の製剤。そして栄養性のある黒色。

自己免疫疾患によって引き起こされる
皮膚障害が、壊疽性膿皮症、全身性エ
リテマトーデス、好酸球性筋膜炎、強
皮症、尋常性天疱瘡、水疱性類天疱
瘡、限局性脱毛症、白斑、乾癬、皮膚
筋炎からなる群から選択される、請求
項６に記載の調製物。とジストロ
フィー表皮水疱性。

自己免疫疾患によって引き起こされる
皮膚障害が、壊疽性膿皮症、全身性エ
リテマトーデス、好酸球性筋膜炎、強
皮症、尋常性天疱瘡、水疱性類天疱
瘡、限局性脱毛症、白斑、乾癬、皮膚
筋炎からなる群から選択される、請求
項６に記載の調製物。とジストロ
フィー表皮水疱性。

自己免疫疾患による皮膚症状が、壊疽
性膿皮症、全身性エリテマトーデス、
好酸球性筋膜炎、強皮症、尋常性天疱
瘡、円形脱毛症、白斑、乾癬、皮膚筋
炎およびジストロフィー型斑状表皮水
疱症から選択される、請求項6に記載の
製剤です。

9.自己免疫疾患による皮膚症状は壊疽
性膿皮症、全身性エリテマトーデス、
好酸球性筋膜炎、強皮症、尋常性天疱
瘡、水疱性類天疱瘡、限局性脱毛、白
斑、乾癬、皮膚筋炎、栄養不良性水疱
性表皮剥離症から選択される請求項6に
記載の製剤。

9. 請求項6に記載の製剤であって、自
己免疫疾患によって引き起こされる皮
膚障害は、壊疽性膿皮症、全身性エリ
テマトーデス、好酸球性筋膜炎、強皮
症、尋常性天ヘルペス、水疱性類天ヘ
ルペス、限局性脱毛症、白斑、乾癬、
皮膚筋炎、および栄養不良性表皮水疱
症から選択される。

10.权利要求1至9中任一项所述的制剂，

其中所述药学上可接受的赋形剂选自微晶

纤维素、羟丙甲纤维素、植物硬脂酸镁、

橄榄油、明胶、甘油、净化水、蜂蜡黄、

葵花卵磷脂、二氧化硅、二氧化钛、

F.D.&C Blue 1和F.D.&C Red 4。

【請求項１０】
薬学的に許容される賦形剤が、微結晶
性セルロース、ヒプロメロース、植物
性ステアリン酸マグネシウム、オリー
ブ油、ゼラチン、グリセリン、精製
水、黄蝋、ひまわりレシチン、二酸化
ケイ素、二酸化チタン、Ｆ．Ｄ．＆Ｃ
Ｂｌｕｅ１およびＦ．Ｄ．＆Ｃ　Ｒｅ
ｄ４からなる群から選択される、請求
項１から９のいずれか１項に記載の製
剤。

請求項
10

  10. 請求項(1)乃至(9)のいずれか1項
に記載の製剤薬学的に許容される賦形
剤が微結晶セルロースから選択され
る、請求項(1)に記載の方法ヒドロキシ
プロピルメチルセルロース植物ステア
リン酸マグネシウムオリーブオイルゼ
ラチングリセロール精製水蜜蝋黄色ヒ
マワリレシチンシリカ二酸化チタンf。
d&；amp；c。blue 1およびf。d&；
amp；c。赤(4)

薬学的に許容される賦形剤が、微結晶
性セルロース、ヒプロメロース、植物
性ステアリン酸マグネシウム、オリー
ブ油、ゼラチン、グリセリン、精製
水、ミツバチ黄色、ヒマワリレシチン
からなる群から選択される、請求項１
から９のいずれか一項に記載の製剤。
二酸化ケイ素、二酸化チタン、FD＆Cブ
ルー1およびFD＆Cレッド4。

薬学的に許容される賦形剤が、微結晶
性セルロース、ヒプロメロース、植物
性ステアリン酸マグネシウム、オリー
ブ油、ゼラチン、グリセリン、精製
水、ミツバチ黄色、ヒマワリレシチン
からなる群から選択される、請求項１
から９のいずれか一項に記載の製剤。
二酸化ケイ素、二酸化チタン、FD＆Cブ
ルー1およびFD＆Cレッド4。

10.10。
薬学的に許容される賦形剤が、微結晶
性セルロース、ヒプロメロース、植物
性ステアリン酸マグネシウム、オリー
ブ油、ゼラチン、グリセリン、精製
水、ミツバチ黄色、ヒマワリレシチ
ン、二酸化ケイ素からなる群から選択
される、請求項１から９のいずれか一
項に記載の製剤。 、二酸化チタン、FD
＆Cブルー1およびFD＆Cレッド4。

薬学的に許容される賦形剤が、微結晶
性セルロース、ヒプロメロース、植物
性ステアリン酸マグネシウム、オリー
ブ油、ゼラチン、グリセリン、精製
水、ミツバチ黄色、ヒマワリレシチン
からなる群から選択される、請求項１
から９のいずれか一項に記載の製剤。
二酸化ケイ素、二酸化チタン、FD＆Cブ
ルー1およびFD＆Cレッド4。

薬学的に許容される賦形剤が、結晶繊
維結合要素、ヒドロキシプロピルメチ
ルセルロース、植物性ステアリン酸マ
グネシウム、オリーブ油、ゼラチン、
グリセリン、精製水、ミツバチ黄、ヒ
マワリレシチンから選択される、請求
項１から９のいずれか一項に記載の調
製物。ジオキシSiClx、二酸化チタン、
FD＆Cブルー1およびFD＆Cレッド4。

10. 製剤1〜9の製剤は、薬学的に許容
可能な賦形剤が結晶ライト繊維タイ
アップ元素から選択され、ヒドロキシ
プロピルメチルセルロース、植物ステ
アリン酸マグネシウム、オリーブオイ
ル、ゼラチン、グリセリン、精製水、
蜜蝋黄、ヒマワリレシチン、ジオキシ
シ糖、二酸化チタン、F.D.Cブルー1お
よびF.D.4

薬学的に許容される賦形剤が、微結晶
性セルロース、ヒプロメロース、植物
性ステアリン酸マグネシウム、オリー
ブ油、ゼラチン、グリセリン、精製
水、ミツバチ黄色、ヒマワリレシチン
からなる群から選択される、請求項１
から９のいずれか一項に記載の製剤。
二酸化ケイ素、二酸化チタン、FD＆
amp; Cブルー1およびFD＆amp; Cレッド
4。

薬学的に許容される賦形剤が、微結晶
性セルロース、ヒプロメロース、植物
性ステアリン酸マグネシウム、オリー
ブ油、ゼラチン、グリセリン、精製
水、ミツバチ黄色、ヒマワリレシチン
からなる群から選択される、請求項１
から９のいずれか一項に記載の製剤。
二酸化ケイ素、二酸化チタン、FD＆
amp; Cブルー1およびFD＆amp; Cレッド
4。

薬学的に許容される賦形剤が、微結晶
性セルロース、ヒプロメロース、植物
性ステアリン酸マグネシウム、オリー
ブ油、ゼラチン、グリセリン、精製
水、ミツバチ黄色、ヒマワリレシチン
からなる群から選択される、請求項１
から９のいずれか一項に記載の製剤。
二酸化ケイ素、二酸化チタン、FD＆
amp; Cブルー1およびFD＆amp; Cレッド
4。

１０．請求項１～９のいずれかの記載
の製剤、前記薬学的に許容可能な賦形
剤は微晶性セルロース、ヒドロキシプ
ロピルメチルセルロース、植物ステア
リン酸マグネシウム、オリブ油、ゼラ
チン、グリセロール、精製水、蜜ロウ
から選んで黄色であり、ヒマワリレシ
チン、シリカ、二酸化チタン、Ｆ．
Ｄ．＆Ｃ Ｂｌｕｅ１とＦ．Ｄ．＆Ｃ
Ｒｅｄ４。

薬学的に許容される賦形剤が、微結晶
セルロース、ヒドロキシプロピルテル
ロース、フィランドマグネシウム、オ
リーブ油、ゼラチン、グリセロール、
精製水、蜂ワックスイエロー、ひまわ
りレシチンからなる群から選択され
る、請求項1~9のいずれ 'のいずれかに
記載の製剤。シリカ、二酸化チタン、
FD＆C BLUE 1とFD＆C RED 4。

薬学的に許容される賦形剤が、微結晶
性セルロース、ヒプロメロース、植物
性ステアリン酸マグネシウム、オリー
ブ油、ゼラチン、グリセリン、精製
水、ミツバチ黄色、ヒマワリレシチン
からなる群から選択される、請求項１
から９のいずれか一項に記載の製剤。
二酸化ケイ素、二酸化チタン、FD＆Cブ
ルー1およびFD＆Cレッド4。

薬学的に許容される賦形剤が、微結晶
性セルロース、ヒプロメロース、植物
性ステアリン酸マグネシウム、オリー
ブ油、ゼラチン、グリセリン、精製
水、ミツバチ黄色、ヒマワリレシチン
からなる群から選択される、請求項１
から９のいずれか一項に記載の製剤。
二酸化ケイ素、二酸化チタン、FD＆Cブ
ルー1およびFD＆Cレッド4。

前記薬学的に許容される賦形剤が、微
結晶性セルロース、ヒドロキシプロピ
ルメチルセルロース、植物性ステアリ
ン酸マグネシウム、オリーブ油、ゼラ
チン、グリセリン、精製水、ミツロウ
イエロー、ヒマワリレシチン、シリ
カ、二酸化チタン、F.D.&Cブルー1およ
びF.D.&Cレッド4から選択される、請求
項1から9のいずれか1項に記載の製剤で
す。

10.前記薬学的に許容される賦形剤は、
微結晶セルロース、ヒドロキシプロピ
ルセルロース、植物ステアリン酸マグ
ネシウム、オリーブ油、ゼラチン、グ
リセリン、精製水、蜜蝋、ヒマワリレ
シチン、二酸化チタン、F.D.&C Blue
1、F.D.&C Red 4から選択される、請求
項1から9のいずれか一項に記載の製
剤。

10. 請求項1～9のいずれか1項に記載の
製剤であって、前記薬学的に許容され
る賦形剤は微結晶セルロース、ヒプロ
メロース、植物ステアリン酸マグネシ
ウム、オリーブ油、ゼラチン、グリセ
リン、精製水、ミツロウ、ヒマワリレ
シチン、シリカ、二酸化チタン、
F.D.&C Blue 1及びF.D.&C Red 4から選
択される。
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